
 

 

みえ福祉第三者評価結果 

① 第三者評価機関名 

株式会社百五総合研究所 

 

② 施設・事業所情報 

名称：深谷保育所 種別：保育所 

代表者氏名：所長 夏川厚美 定員：90名 

所在地：   〒511-0808 桑名市大字下深谷部 4879-3 

TEL：0594-29-1135 FAX：0594-29-1172 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 昭和 28年 11月 01日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：桑名市 

 職員数 常勤職員   14名 非常勤職員  9名 

 専門職員 保育士    22名 保育補助    1名 

調理師    3名  

 施設・設備の

概要 

保育室     5室 遊戯室  1室 

乳児・ほふく室 2室 園庭 1709.62㎡ 

     

 

③ 理念・基本方針 

＜理念＞ 

「生きる力を持ち、仲間を大切にできる子」 

・違いを認め、仲間と一緒に考え行動していける子ども 

・豊かな体験を共感する中で、自ら考え行動し、見通しをもって最後まで頑張れる子ども 

＜保育目標＞ 

1.差別をはねかえすことのできる健康でしなやかなからだの育成 

2.正しい規律と組織性を身につける基本的生活習慣の育成 

3.差別を見抜き、差別解消の展望を創造しうる高い知的能力の育成 

4.解放の思想を支える豊かな感性の育成 

 

④ 施設・事業所の特徴的な取組 

深谷保育所は、住宅地に囲まれていますが、きわめて静かな環境です。周りに田んぼや公

園も多く、散歩など自然の中で育つものも大切にしています。 

子どもたちのために「生きる力を持ち、仲間を大切にできる子ども」になって欲しいと願い、

「違いを認め、仲間と一緒に考えて行動していける子ども」「豊かな体験を共感する中で、自ら考

え行動し、見通しを持って最後まで頑張れる子ども」の姿を目指しています。 

 

 



⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

令和 6年 9月 26日（契約日） ～ 

令和 7年 2月 28日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）  

 

⑥ 総評 

＜特に評価の高い点＞ 

・地域との交流については、保護者同士が交流したり地域の問題や子育てについて学ぶイ

ベントなど、家庭や地域を繋ぐ取り組みを積極的に行っています。また、年間１５回程度、

高校生が子どもとペアになり、「散歩」や「ふれあい遊びなど」の活動を行っています（わ

くわくコミュニケーション）。 

・地域の未就園児だけではなく、他地区在園児に対しても、子育て講演会を開催し、育児

支援を行っています。校区内の在宅児には、家庭訪問して保育所行事へのお誘いや給食試

食会、おやつ作りを紹介、育児相談にも応じています。 

・子どもを尊重する保育については、様々な人権問題をテーマに職員で話をする機会を設

け保育実践へと繋げています。また、子どもや保護者と共に一緒に考える機会としての「お

ひさまの会」、子どものことや子育ての色々なテーマを話す「わいわい広場」を通じて保

護者の理解を図っています。 

＜改善を求められる点＞ 

・年度末に、担任および会計年度任用職員（フルタイム）により、１年間の業務見直しを

行っています。課題や改善策の情報共有については、働き方や勤務時間の違いの関係で全

職員への周知には難しさを施設では感じており、より情報共有できる環境づくりが望まれ

ます。 

・プライバシー保護については、職員アンケートからも配慮した保育を行っていることが

伺えますが、保育所として統一した保育・対応ができるように、規定・マニュアル等を整

備して職員・保護者へ周知することが望まれます。 

・苦情解決の相談窓口を記載したポスターを玄関の見やすい場所に掲示し、苦情があった

場合には小さなことでも記録する職員指導が望まれます。公表は園だよりで行っていま

す。 

 

⑦ 第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

今後も家庭や地域をつなぐ活動、取り組みを積極的に行い、保護者支援を継続的に行っていき

たいと思います。また改善を求められる点においては職員の業務を見直しコミュニケーションを

大切にし、意欲的に働きやすい職場環境づくりに努めます。プライバシー保護についてや実習

生にむけてのマニュアルに関しては公立保育所の所長会や主任会などで協議し作成していくよ

う前向きに検討していきます。 

 

⑧第三者評価結果 

 別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 


